
        
       

               
           

               

      



日本国際看護学会第4回学術集会の開催にあたって

日本国際看護学会第4回学術集会会長

伊藤尚子（山陽学園大学）

菊花薫る季節となり晩秋の気配を感じるようになりました。会員の皆様方
におかれましてはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。

COVID-19の、国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態を勘案いたしまし
て、日本国際看護学会第4 回学術集会はWeb開催となりました。

COVID-19の影響により、皆様方の生活やお仕事にも多大な変化をもたらし
たかと存じます。本学会におきましても第4回学術集会の開催自体を検討する
こともありましたが、国際看護の知見の共有をはかる学術集会を中断させま
いという意見のもと、開催の決定がなされた次第です。当初は本学会の前身
である国際看護研究会からみても初の2日間開催という予定でしたが、この事
態に右往左往しつつ短縮しての開催となりました。奇しくも初のWeb開催と
いう運びになったわけですが、今後のハイブリッド形態による開催の布石と
なれば幸いです。

さて、第4回学術集会は「看護が具現化する人間の安全保障～看護による難
民支援～」といたしました。「人間の安全保障」は、人間一人ひとりに着目
し、生存・生活・尊厳に対する広範かつ深刻な脅威から人々を守り、それぞ
れの持つ豊かな可能性を実現するために、保護と能力強化を通じて持続可能
な個人の自立と社会づくりを促すという考え方で、「Freedom from want、
Freedom from fear（欠乏からの自由、恐怖からの自由）」を目指します。第8

代国連難民高等弁務官を務めた緒方貞子氏は、人間の安全保障委員会の議長
であり、今でも世界から尊敬を集めているのは周知のとおりです。海外の難
民支援活動の場や、難民を扱う国際学会などでは必ずと言ってよいほど
「Madam Sadako」の名前が出ます。多くの場合、「マダム・サダコの意志に
沿って」とか「マダム・サダコの哲学に則って」というように登場します。
その際、日本人女性がほかにいないと、私の方に向かって発言者が一礼され
ることがよくあります。緒方貞子氏がどれほど信望され敬愛されているのか
を知るとともに、恐縮する瞬間でもあります。

前述したとおり、「人間の安全保障」の理念と、安全安楽を提供しつつ、
苦痛を緩和・除去し、健康の維持増進に関わり、日常生活支援をして対象の
ニーズを充足させる「看護」の理念とは一致していると思い続けてきました。
学術集会では、この点について、皆様といかに「人間の安全保障」の理念を
具現化して看護実践に結び付けるかを討論できる場にしたいと考えておりま
す。あわせて、日本における難民の状況や支援の実際についても情報を共有
したり、議論を交わしたいと思います。

最後になりましたが、日本国際看護学会第4回学術集会の開催にあたり、多
くの方々のご支援、ご協力を賜りました。ここに心より感謝申し上げます。

2020年11月22日
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＜プログラム＞ 

【Room1】 

9：45～9：50 注意事項 

9：50～9：55 開会の挨拶  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10：00～10：30 【基調講演】 

「看護が具現化する人間の安全保障～看護による難民支援～」 

日本国際看護学会第 4回学術集会会長 伊藤 尚子（山陽学園大学） 

座長：荒木 大治（山陽学園大学） 

10：35～11：40 【シンポジウム】 世界における難民の状況と支援の実際 

          座長：宮本 圭（順天堂大学） 

シンポジスト 

橋本 千明（AMDA 国際部） 

ロヒンギャ難民の状況と緊急医療支援の実際 

 

佐藤 真紀（Team Beko） 

隙間となったシリア難民への医療支援 

 

伊藤 尚子（山陽学園大学） 

難民支援における看護活動の多様性   

12：00～12：50 【研究委員会・教育活動研修委員会合同交流会】 

        グローバルヘルスに強いナースになる！ 

- 国際看護学教育の役割と未来“すべての人々の健康のために”- 

 司会：戸田 美幸（聖泉大学）、磯邉 厚子（聖泉大学） 

発表者 

大植 崇（兵庫大学） 

 兵庫大学での国際看護学教育・研究の現状と課題 

 

呉 小玉（京都光華女子大学） 

 中医看護学のホリスティックな考えを取り入れた国際看護教育の効果 

 

奥川 ゆかり（椙山女学園大学） 

インド国でのスタディーツアーに参加した学生の声を信じて  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 15：50～16：00 閉会の挨拶 

  

13：00～14：00 【一般演題】 第 2 群 「在日外国人と看護」 3 題 

座長：加藤 由美（山陽学園大学） 

 

1.外国人妊産婦のためのソーシャルサポート質問票やさしい日本語版 

Chankunthy Lak（筑波大学） 

 

2.在日外国人の子どもへ訪問看護を提供する看護師が経験する困難と対処 

宮本 圭（順天堂大学） 

  

3.大学病院と総合病院における看護師の外国人患者対応の困難感、研修に関するニーズ

の経年変化-2018 年度と 2019 年度の比較 

近藤 暁子（東京医科歯科大学）  

 

14：00～14：40 【一般演題】 第 3 群 「外国人看護師としての就労」 

座長：下島 三千代（東名厚木病院） 

 

1. Job Satisfaction among Foreign-educated Nurses: a systematic review 

Hua Jing（東京医科歯科大学） 

 

2.外国人看護師の就労継続に向けた要因分析～フィリピン人 EPA 看護師の現状から～ 

勝 加奈子（横浜中央看護専門学校） 

14：45～15：45 【教育講演】 日本における難民の状況と支援の実際 

座長：伊藤 尚子（山陽学園大学） 

講師 

宮本 圭（順天堂大学） 

在宅医療・看護を必要とする外国人の実態と課題 

 

長谷川 留理華 

難民として日本で暮らすこと～日本で経験した出産～ 

 

田中 良幸（東京福祉大学） 

 家庭訪問 3 年から見えるクルドの家族の生活 

 

 

 

家庭訪問 3 年から見えるクルドの家族の生活   



 

＜プログラム＞ 

【Room2】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10：35～11：55 【一般演題】 第 1 群 「世界の実情」 4 題 

座長：松永 早苗（東北大学） 

 

1.スリランカ農園地域の働く母と子どもの自由 

磯邉 厚子（聖泉大学） 

 

2.アフリカ諸国における伝統医療の選択に関する文献検討 

丸山 景子（仙台徳洲会病院） 

 

3.モンゴル国ズーンバヤン地区住民によるアセスメント：災害や緊急事態発生の可能性

と対応能力 

山田 智恵里（福島県立医科大学） 

 

4.マレーシアの幼児の睡眠と気質の関連 

藤井 まい（同志社大学赤ちゃん学研究センター） 

12：00～12：50 【国際協力セミナー】青年海外協力隊（JOCV）による国際看護活動 

         司会：森 淑江（群馬大学） 

 

発表者 

大森 美和（2018年度 4次隊） 

  医療安全に基づいた看護実践を目指して～ベトナム省総合病院看護隊員による草

の根活動～ 

 

杉原 ひとみ（2018年度 3次隊） 

 ラオスにおける多国間の協力の下での国際看護活動 

 

近藤 幸恵（2018年度 2次隊） 

カンボジアの人々の安全を願って 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13：00～14：20 【一般演題】 第 4 群 「国際看護と教育」 4 題 

座長：齋藤 恵子（埼玉県立大学） 

 

1.海外の基礎看護教育課程における国際看護学とは―文献レビュー 

山田 智恵里（福島県立医科大学）  

 

2.国際看護学に関する教科書の構成要素 

森 淑江（群馬大学） 

  

3.日本における国際看護学教育で強化及び補完が必要な分野に関する文献検討 

長嶺 めぐみ（群馬パース大学） 

 

4.オーストラリア Griffith 大学での国際看護研修 

辻村 弘美（群馬大学） 


